
① 自治体特性を活かしたデジタル情報基盤

③効率的なマネジメントに向けたストックマネジメント支援ツール

② 蓄積されたデータを活用したデータ分析支援

業務主管中心（フィジカル空間）

経営指標に基づく
経営評価

事業評価に基づく
戦略マネジメント

下水道ビジョン・
長期計画策定

データに基づく
事業評価

データ化
（データ収集）

情報基盤への登録
（データ蓄積）

統計解析
シミュレーション

現況の可視化
（データ活用）

自治体特性を活かした
デジタル情報基盤構築①

効率的なマネジメントに向けた
ストックマネジメント支援ツール③

蓄積されたデータを活用した
データ分析支援②

持続可能な事業運営
（データドリブン経営）

モニタリング BIツールによる可視化調査・集計作業の効率化

デジタル情報基盤（AssetMan® Base）水道・農集・漁集等、多様なデータを取り込めます。

EBPMの実現 標準プラットフォームとの連携

運転監視情報
（日報・月報情報）

MP・施設の運転情報
（日報・月報情報）

RPAによる
自動収集

タブレットの
活用

点検・診断情報
（維持管理情報）

下水道統計情報
公営企業決算情報

各種台帳との
連携

データの加工が必要となる

分析するためにデータ整理を行います。
整理したデータは、簡易なデータベースとして

提供します。
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XAI（説明可能なAI）を用いた予測分析

設備も管路も一体的な維持管理情報の管理を提案します。

BIツールを用いた可視化・傾向分析

管路編 設備編

課題 調査・集計作業の
効率化

情報共有・モニタリングスクリーニング・
優先順位付け 予測モデルの構築 特徴量の抽出

1. データ間の関連付けのルールが定義されていない
2. 入力された値が入力者によって異なっている

属性情報による関連付け
→施設ごとにデータを関連付け

地理空間情報による関連付け
→地理座標でデータを関連付け

タブレットアプリを活用した情報システム環境を整備することで、
効率的に維持管理情報のデジタル化が図られます。

YouTubeで
一部機能公開中

時系列情報による関連付け
→時間軸でデータを関連付け

下水道だけでなく、水道・農集・漁集
等、多様なデータを取り込めます
（台帳との連携も可能です）

国が推進する標準プラットフォーム
と互換性を確保し、事業体独自の
情報も一元的に管理できます

BIツールを用いて、様々なトレンド
を可視化します（アンケート調査等
の対応に向けた統計的な集計も可
能です）
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3.

DX中心（サイバー空間）

官民連携を支えるデジタル技術
～EBPMの実現に向け、様々な情報の蓄積から始めましょう～
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